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8 月

※７月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

2014響シリーズ第4弾
森 麻季　ソプラノ・リサイタル～心に沁みる愛の歌
森 麻季(ソプラノ)、山岸 茂人(ピアノ)

2㈯ 15:00

　　   指定席 ￥3000
   自由席一般 ￥2500
自由席U-25 ￥1500
(学生問わず25歳以下、要証明)

(公財)北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093(663)6661
※対象：小学生以上　※当日￥500増

第5回湧き上がる音楽祭in北九州　コンチェルト演奏会
シューマン：チェロ協奏曲、ショパン：ピアノ協奏曲第1番　他

10㈰ 15:00 ￥1500
北九州国際音楽祭市民企画委員会
080(2732)2532【蒲ヶ原】

11㈪ 19:00
※対象：小学生以上　※全席自由
※10㈰指揮者・ジュニア・一般の部
※11㈪一般の部

2014北九州国際音楽祭　特別プログラム
まるっとEnjoy!　響ホールで夏休み
篠崎史紀、津野田圭、永野栄子　他

16㈯ 14:00
無　料 北九州国際音楽祭

実行委員会事務局
093(663)6567

※対象：3歳以上　※要整理券
※申込終了　

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

書作展（第14回竹間会書作展）　書 6㈬～12㈫ 無　料 竹間会
093（921）0577

Photoclub NUDO写真展「10Colors」　写真 13㈬～19㈫ 無　料 Photoclub NUDO
080（3678）0962

安藤幽石書展＆生徒パワーさくれつ書道展　書 20㈬～26㈫ 無　料 安藤書道教室
090（7456）6503

トールペイント作品展　絵画 27㈬～9/2㈫
※10:00～18:00 無　料 トールペイント教室「アトリエ・シオン」

090（6426）9612

第15回白龍会日本画展　日本画 27㈬～9/2㈫
※10:00～18:00 無　料 白龍日本画会

093（451）1400

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北

指定席完売

北九州芸術劇場

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成26年度中に大規模な改修工事を予定しております。（予定工事期間： 平成26年12月1日から平成27年1月31日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEＬ093（562）8436〉

「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

わっしょい百万夏まつり2014
こども夢ステージ～めざせアイドル～ 2㈯ 13:00 無　料 わっしょい百万夏まつり振興会事務局

093（541）5472

中
劇
場

TNC DANCE BATTLE with HEAD HUNTER 北九州予選 2㈯ 13:30
　　　 一般 ￥2500
3歳～未就学児 ￥1500 スタイルフレーバー小倉校

093（582）4000
※当日各￥500増　※3歳未満無料

バレエ発表会 10㈰ 14:00 無　料 一夢会 Ballet Studio
080(5247)4876※要整理券

北九州市民劇場8月例会　劇団民藝「八月の鯨」

17㈰ 13:30

会　費 北九州市民劇場
093（541）0075

18㈪ 13:30
19㈫ 18:30
20㈬ 13:30
22㈮ 18:30
23㈯ 13:30
24㈰ 13:30
25㈪ 13:30

※市民劇場会員でない方は
　お問合せください26㈫ 12:00

こどもとおとなのためのお芝居「暗いところからやってくる」
夏休みに親子で楽しめるちょっと怖い話

30㈯ 17:00 　　　　大人 ￥3000
子ども(高校生以下) ￥1500
　　　　親子 ￥4000

北九州芸術劇場
093(562)265531㈰ 13:00

17:00 ※対象：小学生以上

小
劇
場

佐山雅弘トリオ・ジャズコンサート～北九州支部発足30周年記念～ 8㈮ 19:00 ￥3000 国立音楽大学福岡県同調会
北九州支部

090（7152）6261【青木】※対象：小学生以上　※当日￥500増

マンドリンコンサート　「海からの便り」 9㈯ 18:30 ￥1000 マンドリンアンサンブルOfa
090（7775）4401【加賀城】

ピアノ発表会 10㈰ 13:00 無　料 ゆめの音
093（952）5400

梅光学院高等学校音楽科卒業生による同“奏”会Ｃoncert2014 16㈯ 13:00
開場12:45 無　料 原田瞳

080（3872）7086
ボストン美術館浮世絵名品展　北斎　講演会「北斎の画業とその影響」
講師：岩切 信一郎氏（新渡戸文化短期大学教授） 17㈰ 14:00 無　料 北九州市立美術館分館

093（562）3215

リトミック・ピアノ発表会 30㈯ 13:30 無　料 菊池昌子
093（964）4361

平成26年度北九州放送文化サロン・ジュピター　納涼コンサート 31㈰ 15:00
開場14:20

￥500 北九州放送文化サロン・ジュピター
090（1178）8959【藤本】※前売のみ
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8 月

※７月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

西南女学院高等学校音楽部OGによる
ミュージカル『キャッツ』第21回公演
西南女学院高等学校音楽部OG、完戸真人(指揮)、吉冨淳子(ピアノ)

17㈰ 14:00
無　料 西南女学院高等学校

音楽部OG会
093(642)5780【完戸】※要整理券　※乳幼児同伴での入場不可

第33回　福岡県高等学校音楽コンクール
県内の高校生

19㈫ 9:50 無　料 福岡県高等学校芸術・文化連盟
0940(36)2019【三好】20㈬ 9:40 ※対象：小学生以上　※全席自由

ヴェルデ音楽コンクール　弦楽器部門　本選 21㈭ 10:30 無　料 ヴェルデ音楽コンクール実行委員会
080(1728)7122【村上】

北九州市　リコーダーアンサンブル　コンテスト 22㈮ 10:00 無　料 北九州市中学校文化連盟
093(617)1049【亀井】

平成25年度　北九州市民文化賞受賞記念　夏休み　親子で楽しむオペラコンサート
～イタリアの気鋭　ダミアーノ・カリッソーニを迎えて
ダミアーノ・カリッソーニ(伊)(指揮・ピアノ)、大西ゆか、森岡謙一　他

23㈯ 14:00

　　　指定席 ￥4000
親子ペア(中学生まで) ￥3500
  　　　一般 ￥3000
　　小中学生 ￥1000
 　高・大学生 ￥2000

特定非営利活動法人
北九州シティオペラ
090(1365)6030【今井】

※当日各￥500増

北九州市少年少女合唱団　サマーコンサート2014 24㈰ 15:00 無　料 (公財)北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093(562)3611※全席自由

第7回　ピアノ発表会
ジムノペティ第1番、剣の舞、ラ・カンパネラ　他 31㈰ 12:30 無　料 080(6444)1740【上野】

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障 9㈯ 18:30
門司港レトロ展望室入館料必要

大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション
093(321)4151

門司港レトロ展望室
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「門司港駅」徒歩5分　□休なし

□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

２
階

『染織“響”作品展』 7㈭～11㈪ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション
093（321）4151

『FBモノクロ写真マニア』 15㈮～18㈪ 無　料

『レトロの画家・加生幸彦 水彩画展』 21㈭～27㈬ 無　料
※最終日は15:00まで

『写真塾門司港　写真展』 28㈭～9/2㈫ 無　料
※28㈭は11:00から、最終日は16:00まで

旧門司税関 「門司港駅」徒歩３分　□休なし　
□所門司区東港町1-24　□℡093（321）6111　□時9:00～17:00

門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

オリエントの美術
ローマ時代のガラス、イランやトルコの陶器を展示　　　　　　　　　　　　障 6/13㈮～8/31㈰

　 　一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093（332）0251
※中学生以下無料（保護者同伴）

出光美術館（門司）
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始

□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第46回　定期演奏会
門司少年少女合唱団 24㈰ 15:00 ￥500 門司少年少女合唱団【神村】

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 9㈯
11:00

無　料
関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）
093（331）670013:00

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ）
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回

□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

旧大連航路上屋
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「門司港駅」徒歩5分

□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

宮本裕子ピアノ・デュオ（レトロの夜）
Vo：宮本裕子　Pf：田窪寛之 10㈰

18:00 無　料
門司港レトロ総合インフォメーション

093(321)4151
19:00 ※各回45分程度

※都合により内容が変更になることがあります

マンスリーシアター
「ビルマの竪琴」上映 24㈰ 14:00～

16:00 無　料

14
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8 月

※７月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

□所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

日本玩具博物館コレクション・ままごと道具の美
日本と海外の美しいままごと道具を一堂に揃え、その魅力を紹介します 　障

7/2㈬～
9/15㈪㈷ 9:00

　一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100 北九州市立小倉城庭園

093（582）2747研
修
室

夏休み子供ワークショップ「ペーパーエコバッグをつくろう」
小学生を対象に古新聞を使ってかわいいエコバッグを作ります 24㈰

10:30 小学生 ￥500
（入館料・材料費・保険代込）

13:30 ※対象：小学生以上
※低学年の方は保護者の補助が必要

北九州市小倉城庭園
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：作家  幸田真音氏 2㈯ 13:30 関係者

(随時募集)
北九州市民文化大学
093(522)5008

劇団銀河鉄道ぬいぐるみミュージカル
「あかずきん」 「みにくいあひるのこ」 3㈰

10:30 全席指定 ￥1300 劇団　銀河鉄道
03(5684)332013:15 ※当日￥200増　※3歳以上有料

Hiromi　Go　Concert　Tour　2014　～Never　End～ 7㈭ 18:30 全席指定 ￥7500 ㈱鈴木企画
092(285)4864※対象：3歳以上

キエフ・クラシック・バレエ　「白鳥の湖」
永遠に語り継がれる古典バレエの最高傑作 8㈮ 18:30 全席指定 ￥6500 CARAVAN（キャラバン）

092(732)8858※対象：4歳以上

第30回　福岡県吹奏楽コンクール 9㈯ 10:00 　一般 ￥1500
小学生 ￥1000

福岡県吹奏楽連盟
090(3738)9240【黒木】10㈰

福岡県立小倉高等学校吹奏楽部　第22回定期演奏会 12㈫ 18:30 一般 ￥1000
  学生 ￥500

福岡県立小倉高等学校吹奏楽部
OB会「倉吹会」
093(592)3901

東筑紫学園吹奏楽部　第23回定期演奏会 17㈰ 18:30 全席 ￥500 東筑紫学園高等学校
093(571)0488

しまじろうコンサート
ぼうけん！　はっけん！　たからじま 24㈰

13:30 全席指定 ￥1960 しまじろうコンサートお客さま窓口
0120(988)88316:10 ※3歳以上有料

福田こうへい歌謡ステージ 28㈭ 12:30
S席 ￥5000
A席 ￥4500
B席 ￥4000

オフィス九州
096(223)1688

北九州市子ども文化ふれあいフェスタ
パイプオルガン＆子どもの歌メドレーコンサート 30㈯ 14:00 無　料 北九州ソレイユホール

093(592)5405

北九州市ジュニアオーケストラ　第32回定期演奏会 31㈰ 15:00 全席自由 ￥800 北九州市ジュニアオーケストラ事務局
093(583)5282※当日￥200増

「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　ただし、夏休み期間（7/19～8/31）は無休
□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（夏休み期間は～20：00、入館は閉館の30分前まで）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『はなかっぱ』の夏まつり♪ 2014
アニメでもおなじみ、あきやまただしの絵本作品「はなかっぱ」シリーズの展覧会　障 7/19㈯～8/31㈰

　中学生以上 ￥400
３歳～小学生 ￥200
　　　２歳以下 無料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※アトラクション等は無料（一部除く）
※特別展のためこども文化パスポート対象外

漫画家・陸奥Ａ子トークイベント
北九州市ゆかりの漫画家・陸奥Ａ子先生のトークイベントを開催 10㈰ 14:00～

15:30
無　料

※別途ミュージアムの入館料が必要
※申込終了

北九州市漫画ミュージアム
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設

小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

子ども映画会
「ながさきの子うま」　名作童話大全集「ねむりの森のひめ」 10㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093（561）3131

週末映画会　洋画「アパッチ砦」(アメリカ) 16㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコードコンサート
グリーグ作曲　「ピアノ協奏曲」ほか。楽曲解説あり。 17㈰ 14:00 無　料

（先着50名）

週末映画会　邦画「無法松の一生」 23㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00小倉

北

□所小倉北区下到津4-3-2　□℡093(592)4152　□時9:00～17:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
児
童
劇
場

第110回　ファミリー人形劇場
家族で楽しめる人形劇　出演：人形劇団 やじろべえ 24㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152

北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 20台
小倉
北
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8 月

※７月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
大
画
廊

小
画
廊 名僧高僧墨蹟展　（特別出品 比叡山延暦寺 小林隆彰大僧正） 20㈬～26㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊・小画廊

093（522）2521

大
画
廊

夢とロマンを求めて　清水新也　油絵展 6㈬～12㈫ 無　料
小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521POLIGLOTTA８　マリノ・コルンブリ　畑田眞夫　二人展 13㈬～19㈫ 無　料

幽玄の美　牛茂　展 8/27㈬～9/2㈫ 無　料

小
画
廊

有名作家作品　夏の掘り出し物市 6㈬～12㈫ 無　料
小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521彩季会　革の作品展 13㈬～19㈫ 無　料

～時間旅行～　坪内好子　銅版画展 8/27㈬～9/2㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

松本清張記念館16周年記念　山口恵以子講演会
「書く」という一本の糸に導かれて 2㈯ 14:30 無　料 北九州市立松本清張記念館

093（582）2761
北九州高専吹奏楽部サマーコンサート
吹奏楽（ブラスバンド）コンサート 11㈪ 18:00 無　料 北九州高専吹奏楽部

093（964）7333

ファンキーマーブルダンス発表会
ヒップホップやジャズダンスの披露 16㈯ 15:00

　　　一般 ￥1500
小学生以下 ￥1000 ファンキーマーブルダンスカンパニー

080(3968)3816
※対象：小学生以上

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30　 「西小倉駅」徒歩15分小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

夏休み子ども俳句講座
小中学校および保護者対象の俳句教室 10㈰ 9:30 無　料

北九州市立文学館
093（571）1505

キヨノサチコ絵本原画の世界
みんな大好き！ノンタン展
絵本「ノンタン」シリーズの原画や作者キヨノサチコ氏のゆかりの品々を展示　 障

7/19㈯～8/31㈰
　一般 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

ノンタンのお話よみきかせ会
「ノンタン」シリーズの絵本読み聞かせや、手遊び、歌遊びを行う

2㈯ 11:00 無　料9㈯ 14:00

親子でノンタンの「手づくり絵本」を作ろう！
色画用紙で作ったノンタンのパーツを貼り合わせ、絵本を作る 20㈬

10:00 無　料
※対象：5歳～9歳程度、各回15名
※材料費￥700
※要事前申込（締切済）14:00

ノンタンに会いたい！～握手会＆写真撮影会～
ノンタンと一緒に写真撮影ができる

21㈭ 11:00
無　料23㈯

27㈬ 14:0030㈯ ※要事前申込（締切済）各回30組

北九州市立文学館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉
北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

開館16周年記念特別企画展
伯爵夫人ミツコ 激動のヨーロッパに咲いた華 ――松本清張「暗い血の旋舞」　 障 8/1㈮～11/3㈪㈷

常設展示観覧料に含む
　大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093(582)2761

北九州市立松本清張記念館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末

□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉
北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ボストン美術館浮世絵名品展　北斎
門外不出と言われた北斎作品が120年の時を経て日本へ里帰りする　　　　　 障 7/12㈯～8/31㈰

 一般 ￥1300
高大生 ￥800
小中生 ￥600

北九州市立美術館分館
093（562）3215

北九州市立美術館分館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料

□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 6㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 20㈬ 14:00 無　料

水環境館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始

□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第4回朗読と音楽の平和コンサート　　　　　　　　　　障 10㈰ 14:00
　　一般 ￥600
小中高生 ￥300 読み聞かせボランティア「おとぎぞうし」

093(961)3420【べっき】
※当日券枚数限定

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設
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こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

※７月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

8 月

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

～ジャズ魂は鳴りやまない～　若松鉄人ＪＡＺＺ　18
2014年　夏 ! 若松の地に　ワールドスーパーＪＡＺＺユニット　Roots　2　初来日 30㈯ 18:30

　　大人 ￥3000
小中高生 ￥1000 エル・エヴァンス

093(751)9508【和田】
※学生チケット限定100枚

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、夏休み期間は休館なし　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）八幡
東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

夏企画展「サンダーバード博ｉｎ北九州～世紀の特撮が描くボクらの未来～」
かつて、未来を見据えた特撮エンターテインメントを題材に技術の進歩について取り上げます　障 7/12㈯～9/15㈪㈷

　　一般 ￥500
小中高生 ￥100

北九州イノベーションギャラリー
093(663)5411

※対象：小学生以上
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ジ
オ

児童向け講演「宇宙にとびだせ」～君が未来の宇宙飛行士だ！！～
企画展に連動する、元：ＪＡＸＡ教育推進室長の楽しく夢のあるお話。親子でどうぞ！ 9㈯ 11:00～

12:00

無　料
※対象：小学生以上
※要事前申込(保護者同伴)
※7/4㈮申込受付開始

芝
生
広
場

屋外イベント「ミニ・フライトショー（ラジコンなど）」
企画展に連動する、実演イベント。愛好者たちの自慢の機種のデモフライトを実施。

17㈰
※荒天中止

11:00～
12:00 無　料

15:00～
16:00

※対象：小学生以上
※申込不要

館
内

ものづくりミニ体験「かさ袋ロケットを作ろう」
企画展に連動する、30－40分程度の少数制の親子向けミニ工作教室

7/12㈯～
9/15㈪㈷
の土・日・祝
※夏休み期間
　中毎日開催

11:00 1名　￥50
13:00

※対象：小学生以上（保護者同伴）
※当日来館時要予約（各回先着5組）15:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、夏の星空を望遠鏡で観察します　　　　　　　　 障

9㈯ 19:30～
21:00

 大人 ￥100
中高生 ￥70　小学生 ￥50

児童文化科学館
093(671)456623㈯ 19:00～

20:30

※中学生以下は保護者同伴
※先着150名
※8/9㈯は7/26㈯、
　8/23㈯は8/9㈯電話受付開始

会
議
室

サイエンスショー
「台所の材料で科学実験」 31㈰ 14:30～

15:20 無　料

北九州市立児童文化科学館
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
八幡
東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

八幡赤レンガの会　第３回七夕まつり
6㈬ 13:00～

17:00 無　料 旧百三十銀行ギャラリー
093(661)91307㈭ 10:00～

17:00

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー JR:「八幡駅」徒歩5分　□休年末年始
□所八幡東区西本町1-20-2　□℡093(661)9130　□時10:00～18:00八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

能
舞
台

北九州ランチャーズ・ライブ～懐かしいサウンドが今よみがえる～
60年代の懐かしいヒット曲を中心とした生演奏 23㈯ 18:00 無　料 北九州市立西部勤労婦人センター

（レディスやはた）
093(661)1122※茶菓代として別途￥400

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） 「八幡駅」徒歩10分　 「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　□休月曜日、祝日、年末年始
□所八幡東区尾倉2-6-6　□℡093(661)1122　□時9:00～21:00、日曜日は17:00まで八幡

東

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

夏の特別展「ＴＨＥ モンスター展～自然界の怪物たち～」
約５億年前から現在までのモンスター級巨大生物が、いのちのたび博物館に勢揃い！！

7/19㈯～
9/23㈫㈷ 9:00

　大人 ￥800
高大生 ￥500
小中生 ￥300

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり
※特別展のためこども文化パスポート対象外

歴史講演会「ミュージアムの楽しみ方―動物園から考古博まで―」
講師：ハンズ・オン プランニング代表　染川香澄氏 23㈯ 13:30 資料代 ￥700

※小学生以下は保護者の参加が必要

夏の特別展関連イベント「ＴＨＥ モンスター展観覧と恐竜コンサート」
特別展観覧後、福岡ハイドン弦楽四重奏団によるコンサート 24㈰ 17:30

　大人 ￥640
高大生 ￥400　小中生 ￥240
※要申込（小学生以下は保護者の参加が必要）

夏休み教室「植物の名前調べ」
名前のわからない植物の標本を持参し、名前を調べる 24㈰ 10:00

無　料
※要申込（小学生以下は保護者の参加が必要）
※博物館が事前に指定した時間に来館

野外観察会　ジオ・ハイキング「平尾台の謎をさぐるジオ・ハイキング（化石＋洞窟編）」
洞窟の中や平尾台を観察し、カルスト台地の自然を満喫 31㈰ 12:30

中学生以上 ￥550
　　小学生 ￥350

※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）
こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設 □休年末年始、6月下旬頃（約1週間）　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）八幡

東
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8 月

※７月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

平戸藤祥五光窯　卵殻手と夏の器展 7/29㈫～8/3㈰ 無　料

093(643)5268
Stained Glass　逆瀬川京子 5㈫～10㈰ 無　料
絵画と陶芸展 12㈫～17㈰ 無　料
オルゴールの世界展　Music Box Fair 2014 19㈫～24㈰ 無　料
創作バッグと革のコサージュ展　中澤妙子 26㈫～31㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第24回グレンツェンピアノコンクール　北九州予選 3㈰ 11:00 無　料 グレンツェンピアノ研究会
0995(22)4158

南陵会創立50周年記念事業　「南陵会サマーフェスティバル」 9㈯ 14:00 無　料 福岡県立八幡南高校「南陵会」
090(8661)6892【小田】

渡辺貞夫グループ2014コンサート 21㈭ 19:00
　　　一般 ￥5000
　　　会員 ￥4500
高校生以下 ￥4000 黒崎ひびしんホール

093(621)4566
子ども文化　ふれあいフェスタ

26㈫
10:00 無　料27㈬

28㈭ ※要申込（往復はがき7/31㈭必着）

中
ホ
ー
ル

第６回笑っちゃらんかい　in　北九州 10㈰ 13:00 ￥500 笑っちゃらん会
090(3985)4500【久保】

第17回　夏の風マリンバコンサート 24㈰ 14:00 ￥500 黒崎ひびしんホール
093(621)4566

アフタヌーンコンサート　～ラ・ボーチェ～ 31㈰ 14:00 ￥1500 ラ・ボーチェ
093(611)0953【谷石】

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

館
内

子どもの館夏休み特別展
「～できた！わかった！ひらめいた！～体験おもしろパズブロ王国」
多種多様なパズル、ブロックを親子3世代で自由に楽しめる特別展です

1㈮～31㈰ 10:00～19:00 無　料

北九州市立子どもの館
093（642）5555

子
ど
も
ホ
ー
ル

杉山兄弟のシャボン玉ショー
子どもから大人まで夢中になれる世界的シャボン玉ショーです 10㈰

13:00 無　料
15:00 ※要整理券、定員250名

親と子の映画会
親子で楽しめる童話やアニメ映画を懐かしい16ミリフィルムで上映します 22㈮ 13:00～

15:00
無　料

※定員250名

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　□休8月無休
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　□℡093(642)5555　□時10:00～19:00北九州市立子どもの館

こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設

八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

福岡県立八幡高等学校吹奏楽部　第28回　定期演奏会 10㈰ 18:00 前売・当日共 ￥400 福岡県立八幡高等学校吹奏楽部
093(651)0035【中村】

美
術
展
示
室

入木展
小学生から一般までの書、約1300点を展示 1㈮～3㈰ 10:00～17:00

無　料 書教育振興会
093(921)1354【有元】※3㈰は16:00まで

第37回　書真書道展
幼稚園から一般までの書、約400点を展示 17㈰～23㈯ 10:00～17:30

無　料 書真書道会
093(472)4371【今渡】※23㈯は16:30まで

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
こ
や
の
せ
座

こやのせたなばたまつり
人形劇や星座観測等を行います 9㈯ 11:00～

20:30 無　料 長崎街道木屋瀬宿記念館
093(619)1149

□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
□所八幡西区木屋瀬3-16-26　□℡093（619）1149　□時9:00～17:30　 「筑前植木駅」徒歩15分北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設

八幡
西

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

展
示
室
全

秀孝とその仲間たち展
絵画 5㈫～10㈰ 無　料 永田秀孝先生退職記念展実行委員会

090（3416）3319【秋吉】※10㈰は17:00まで

二元会九州支部展
洋画・日本画・パステル等

19㈫～
23㈯

9:00～
18:00 無　料 二元会九州支部

093(621)0105【長柄】24㈰ 9:00～
16:00

展
示
室
２

自然染めとシルクの服展
工芸 25㈪～31㈰ 無　料 アトリエサラサ

092(953)6395【星野】※31㈰は16:00まで
展
示
室
１

第38回こども絵画コンクール
水彩画 30㈯ 9:00～

17:00 無　料 住友生命保険相互会社北九州支社
093(521)9412【有本･中島】

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

こども文化パスポート事業対象施設

10



8 月

平成26年度「こども文化パスポート事業」平成26年度「こども文化パスポート事業」　（事業期間：平成26年７月19日～８月31日）
子どもたちが、地域の文化・歴史・自然に接することにより豊かな心を育むとともに、親子のふれあう機会を増やすことを目的として、夏休み期間を中心に、文
化施設をはじめとする様々な施設に無料または一部割引で入場できるなど特典が受けられるパスポートを、北九州市及びその他の対象地域の学校等に通っ
ている、もしくはお住まいの３歳から中学生までに配布いたします。対象地域等詳しい内容は、北九州市教育委員会のホームページにてご確認ください。
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/menu01_0168.html

※７月11日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）北九州市立美術館本館

こども文化パスポート事業対象施設こども文化パスポート事業対象施設
戸畑

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

開館40周年記念　丘の上のタカラ箱
コレクション形成の過程をたどりながら、40年間を振り返る　　　　　　障 7/19㈯～11/3㈪㈷

　一般 ￥600
高大生 ￥400
小中生 ￥200

北九州市立美術館本館
093(882)7777

本
館
講
堂

開館40周年記念　連続講演会Ⅱ
講師：平出隆氏（詩人・多摩美術大学教授） 3㈰ 14:00～

15:00 無　料

開館40周年記念　連続講演会Ⅲ
講師：ヤノベケンジ氏（美術家） 23㈯ 14:00～

15:00 無　料

小
展
示
室

人と海のフォトコンテスト2014
第25回 マリナーズ・アイ展 8/20㈬～9/21㈰ 無　料

本
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス 合唱（北九州を歌う会） 24㈰ 11:00～

12:00 無　料

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

高文連北九州地区高等学校書道展　書 7/29㈫～8/3㈰ 無　料 高文連書道部門北九州支部
093（691）3561【折尾高校 安川】

北九州市中学校美術部合同展　洋画・工芸 5㈫～10㈰ 無　料 北九州市中学校文化連盟
093(451)1005【菅生中学校 砂田】

高文連北九州地区高等学校美術工芸展　洋画・彫刻・工芸・他 19㈫～24㈰ 無　料
福岡県高等学校芸術・文化連盟
工芸専門部北九州支部
0979(82)2105【裏辻】

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00戸畑

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市中学校演劇部合同発表会
出演予定 上津役中、広徳中、篠崎中、田原中、中央中、明治学園中 3㈰ 10:00 無　料 北九州市立上津役中学校

093(611)2708【善家】
※開演時間が変更になる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

ミュージカル「エレファントハート」 17㈰ 13:00 ￥2000 劇団パワーキッズ
092(716)3183【市岡】16:30 ※当日￥500増

北九州市教職員互助会設立50周年記念
渡辺知子一座＆星乃けいコンサート
心温まる歌やお話、太鼓や笛の演奏やジャズなど、バラエティにとんだ内容

19㈫ 17:30
無　料 一般財団法人北九州市教職員互助会

093(941)5897【中山】※要座席指定券

木村 大　with　ライム・レディース　アンサンブル
アランフェス協奏曲第２楽章 「四季」より夏。タンゴ・アン・スカイ　　　　障 22㈮ 19:00

 S席 ￥5500
Ａ席 ￥4500 北九州労音

093(571)0227【野知】
※対象：小学生以上

中
ホ
ー
ル

brio ピアノ発表会 3㈰ 13:30 無　料 brio
093(471)3745【佐藤】

「８．６　平和の集い」
テーマ　忘れてはならない「時」がある―ヒロシマの有る国で、今― 6㈬ 18:30 無　料 8.6平和の集い実行委員会

093(953)0381【小川】

ウェルとばた　夏まつり～第３回 北九's ストリートバンドバトル～ 10㈰ 12:30 無　料 ウェルとばた総合案内
093(871)7200【山本】※詳細はお問い合わせください。

グループ「萌」第22回演奏会
北九州市出身の演奏家による声楽、ピアノの演奏。ドビュッシー、リスト など 11㈪ 19:00 一般 ￥2000

学生 ￥1500
グループ「萌」

090(9658)2792【河辺】

Myrdhen Op．093　ファゴットアンサンブルコンサート vol.2 17㈰ 14:00
　　　  一般 ￥2000
高校生以下（要整理券） 無料 ハイマートシュタット

093(883)1548【浦野】
※当日￥500増

第5回湧き上がる音楽祭in 北九州　室内楽演奏会
20㈬

19:00 ￥1000 北九州国際音楽祭市民企画委員会
080(2732)2532【蒲ケ原】21㈭

22㈮ ※対象：小学生以上

ピアノコンサート
音大生3人のサマーコンサート　出演者：湯浅 ちひろ　太田 茜　菅野 佑実子 28㈭ 18:30 ￥1000 音風の会

090(9795)0116【菅野】※対象：4歳以上

北九州ピアニストグループ定期演奏会
出演：津田 恵理　枝光 布由子　谷口 雄紀　塩川 正和 29㈮ 18:30 ￥2000 北九州ピアニストグループ

093(931)5945【和田】※対象：小学生以上

ヴァイオリン・チェロ　ソロコンサート 30㈯ 13:30 無　料 篠崎ヴァイオリンスクール
093(921)0459【吉田】

戸畑市民会館（ウェルとばた内）

2014 年 8月号表紙
西日本総合展示場
本館・新館・AIM

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2014.8.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒 805-0019 北九州市八幡東区中央二丁目 1-1-7F   TEL:093-662-3012　FAX:093-662-3016　北九州市印刷物登録番号 第1408001A号
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平成26年度「こども文化パスポート事業」

こども文化パスポート事業対象施設

19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
登
場
し
た
「
芸
術
都

市
」。
ド
イ
ツ
語
圏
の
都
市
に
焦
点

を
あ
て
、
そ
こ
で
起
こ
っ
た
芸
術
運

動
や
美
術
家
た
ち
を
紹
介
。
第
２
回

は「
ド
レ
ス
デ
ン
」。
聴
講
無
料
（
申

し
込
み
不
要
。当
日
先
着
１
２
０
名
）。

北
九
州
市
立
美
術
館

０
９
３
（
８
８
２
）
７
７
７
７

■
池
辺
晋
一
郎
指
揮　

Ｎ
響
団
友

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「M

y life M
y　

 
m
usic 

」

９
月
23
日
（
火
・
祝
）
午
後
１
時
開

場
、
同
２
時
開
演
。
ア
ル
モ
ニ
ー
サ

ン
ク
北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
（
小

倉
北
区
大
手
町
）。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
歌
劇
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
序

曲
」、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
バ
レ

エ
音
楽
『
眠
り
の
森
の
美
女
』
か
ら

ワ
ル
ツ
」、
池
辺
晋
一
郎
「
黄
金
の

日ひ

日び

（
１
９
８
７
年
）」、
エ
ル
ガ
ー

「『
威
風
堂
々
』
第
１
番
」
な
ど
。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
Ｓ
Ｓ
席
５
５

０
０
円
、
Ｓ
席
４
５
０
０
円
、
Ａ
席

３
５
０
０
円
、
学
生
Ａ
席
２
８
０
０

円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル

０
９
３
（
５
９
２
）
５
４
０
５

■
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

【
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅰ
】
９
月
28

日
（
日
）
午
前
11
時
開
演
。
ウ
ェ
ル

と
ば
た
２
階
交
流
ひ
ろ
ば
（
戸
畑
区

汐
井
町
）。
市
民
参
加
に
よ
る
オ
ー

プ
ン
ス
テ
ー
ジ
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

腕
自
慢
、
ロ
シ
ア
の
作
曲
家
で
勝
負
、

ゲ
ス
ト
演
奏
、
合
同
演
奏
。

【
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅱ
】
９
月
７

日
（
日
）
午
後
１
時
と
同
４
時
開

演
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
八
幡
東
ひ
ま
わ

り
の
広
場
（
八
幡
東
区
東
田
）。
９

月
21
日
（
日
）
正
午
と
同
午
後
３
時

開
演
。
井
筒
屋
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
（
小

倉
北
区
船
場
町
）。
地
元
で
活
躍
す

る
プ
ロ
の
演
奏
家
と
噺は
な
し
か家

の
共
演
。

演
奏
は
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ブ
リ
ラ
ン

テ
」、
噺
家
・
山
椒
家
小
粒
。
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
「
交
響
曲
１
番
１
楽

章
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
交
響
曲
１
番

４
楽
章
」、
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

「
こ
う
も
り
序
曲
」
な
ど
を
演
奏
。

※
各
日
各
公
演
と
も
入
場
料
、
無
料
。

北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画
委
員
会

（
蒲
ヶ
原
）

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２

■
山
中
千
尋
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
コ
ン

サ
ー
ト

９
月
13
日
（
土
）
午
後
３
時
30
分
開

場
、
同
４
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
／
ウ
ェ

ル
と
ば
た
内
）。
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
で
披
露

す
る
、
驚
き
と
感
動
に
あ
ふ
れ
た
コ

ン
サ
ー
ト
。
全
席
指
定
。
入
場
料
、

４
０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、図
書館、市内体育施設、北九州空
港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

増
）。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
５
６
２
）
３
６
１
１

■
美
術
館
開
館
40
周
年　

北
九
州
市

立
美
術
館　

館
長
講
座　

芸
術
都
市

を
め
ぐ
っ
て

９
月
21
日
（
日
）
午
後
１
時
開
場
、

同
２
時
開
講
。
北
九
州
市
立
美
術
館

本
館
講
堂（
戸
畑
区
西
鞘
ヶ
谷
町
）。
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『My life My music』チラシ

作
っ
て
い
く
事
を
喜
ん
で
受
け
入
れ

て
く
れ
ま
す
。
男
の
子
の
場
合
は
、

彼
ら
が
自
分
で
ど
ん
ど
ん
世
界
を
広

げ
て
い
く
の
で
、
方
向
性
を
誤
ら
な

い
よ
う
に
私
は
見
守
る
だ
け
。
見
守

り
な
が
ら
、
そ
の
動
向
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
男
の
子
に
し
て
も
女
の
子

に
し
て
も
、
そ
の
性
特
有
の
も
の
が

音
楽
な
ど
の
芸
術
で
顕
著
に
現
れ
た

時
、
演
奏
の
輝
き
も
増
す
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
う
ま
く
引

き
出
す
の
が
、
私
た
ち
指
導
者
の
務

め
で
す
、
ね
。

し
、
一
般
的
に
ピ
ア
ノ
人
口
は
女
性

が
圧
倒
的
に
占
め
て
い
る
中
で
、
男

性
奏
者
の
躍
進
は
ピ
ア
ノ
界
の
新
境

地
を
見
る
よ
う
で
す
。

　

私
の
元
に
も
数
人
の
男
の
子
が
居

る
の
で
す
が
、
ど
の
子
も
非
常
に
個

性
的
で
す
。
と
に
か
く
接
し
て
い
て

面
白
い
。
女
の
子
も
個
性
派
ぞ
ろ
い

で
す
が
、
明
ら
か
に
男
の
子
と
は
そ

の
タ
イ
プ
が
違
う
の
が
わ
か
り
ま

す
。
性
別
が
違
う
の
だ
か
ら
、
当
た

り
前
で
す
ね
。
女
の
子
は
対
等
性
を

大
事
に
す
る
よ
う
で
す
が
、
実
際
に

レ
ッ
ス
ン
で
も
、
一
緒
に
何
か
を

　

夏
を
迎
え
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
も
一

段
と
活
気
づ
い
て
き
た
よ
う
で
す
。

参
加
す
る
生
徒
に
同
行
し
て
、
あ
る

い
は
審
査
員
と
し
て
聴
か
せ
て
頂
く

の
で
す
が
、
最
近
は
ど
こ
に
行
っ
て

も
、
男
性
陣
の
活
躍
が
と
て
も
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

世
界
の
頂
点
に
立
つ
演
奏
家
、
最
難

関
の
コ
ン
ク
ー
ル
覇
者
に
男
性
が
多

い
の
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

個
性
と
芸
術
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こ
の
夏
、
い
の
ち
の
た
び
博
物
館

で
は
特
別
展「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
モ
ン
ス
タ
ー

展　

〜
自
然
界
の
怪
物
た
ち
〜
」
を

開
催
し
ま
す
。「
モ
ン
ス
タ
ー
級
」

の
大
き
さ
の
生
き
物
の
展
示
を
通

し
、「
生
き
物
の
大
き
さ
の
不
思
議
」

を
体
感
で
き
る
特
別
展
に
な
っ
て
い

ま
す
。
人
よ
り
は
る
か
に
巨
大
な
生

き
物
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
仲
間
の
小

さ
な
生
き
物
も
併
せ
て
展
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
き
物
の
大
き
さ
を
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

会
場
内
に
は
自
分
と
生
き
物
の
大
き

さ
を
比
べ
ら
れ
る
よ
う
な
展
示
も
あ

り
、
見
て
楽
し
む
だ
け
で
な
く
実
際

に
自
分
と
比
べ
て
、
生
き
物
の
大
き

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
展
の
「
モ
ン
ス
タ
ー

級
」
の
大
き
さ
の
生
き
物
と
し
て
、

世
界
初
公
開
と
な
る
魚
竜
シ
ョ
ニ
サ

ウ
ル
ス
の
頭
骨
復
元
、
史
上
最
大
の

翼
竜
ケ
ツ
ァ
ル
コ
ア
ト
ル
ス
の
生
体

復
元
。
ク
ジ
ラ
の
祖
先
で
全
長
18

メ
ー
ト
ル
の
バ
シ
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
全

身
骨
格
レ
プ
リ
カ
な
ど
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
シ
ョ
ニ
サ
ウ
ル
ス
は
カ
ナ
ダ

の
約
２
億
２
０
０
０
万
年
前
の
中
生

代
三さ
ん

畳じ
ょ
う
き紀

後
期
の
地
層
か
ら
見
つ

か
っ
た
魚
竜
と
い
う
海
の
爬は
ち
ゅ
う虫

類
で

す
。
今
回
は
、
推
定
全
長
が
21
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
、
シ
ョ
ニ
サ
ウ
ル
ス
の

頭
骨
（
約
３
メ
ー
ト
ル
）
が
復
元
さ

れ
世
界
初
公
開
と
な
り
ま
す
。
ケ

ツ
ァ
ル
コ
ア
ト
ル
ス
は
翼
を
広
げ
た

長
さ
が
約
10
メ
ー
ト
ル
の
史
上
最
大

の
翼
竜
で
、
博
物
館
の
常
設
展
示
に

骨
格
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
生
き
て
い
た
姿
の
復
元
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ

オ
カ
ブ
ト
、
ギ
ラ
フ
ァ
ノ
コ
ギ
リ
ク

ワ
ガ
タ
の
よ
う
な
巨
大
な
昆
虫
も
生

き
た
ま
ま
で
展
示
。
そ
の
他
、
約
５

億
年
前
の
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
最
大
の
動

物
ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
の
生
体
復
元

（
約
２
メ
ー
ト
ル
）。
世
界
最
大
の
花

ラ
フ
レ
シ
ア
の
実
物
大
レ
プ
リ
カ
。

こ
の
春
に
若
松
で
捕
獲
さ
れ
た
こ
と

が
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
っ
た
深
海
魚

リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
（
全
長
４
・

３
メ
ー
ト
ル
）、
ひ
そ
か
な
人
気
を

誇
る
深
海
生
物
ダ
イ
オ
ウ
グ
ソ
ク
ム

シ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
モ
ン
ス
タ
ー

級
」
の
生
き
物
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

いのちのたび博物館夏の特別展
「ＴＨＥ モンスター展　～自然界の怪物たち～」

大　橋　智　之 Tomoyuki Ohashi北九州市立自然史・歴史博物館　学芸員

全長約 18メートルのバシロサウルス（©福井県立恐竜博物館）

史上最大の翼竜ケツァルコアトルス（翼を広げた長さ約10メートル）

ヘラクレスオオカブトなど巨大な昆虫が飼育展示

　

い
の
ち
の
た
び
博
物
館
の
常
設
展

示
ア
ー
ス
モ
ー
ル
や
、
生
命
の
多
様

性
館
に
は
恐
竜
や
マ
ン
ボ
ウ
、
ジ
ン

ベ
エ
ザ
メ
な
ど
た
く
さ
ん
の
巨
大
な

生
き
物
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。
特
別

展
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
モ
ン
ス
タ
ー
展
」
と

併
せ
て
常
設
展
示
も
ご
覧
い
た
だ
く

と
、
よ
り
い
っ
そ
う
生
き
物
の
巨
大

さ
、
大
き
さ
の
不
思
議
に
つ
い
て
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
別
展

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
モ
ン
ス
タ
ー
展
」
は
７
月

19
日（
土
）か
ら
９
月
23
日（
火
・
祝
）

ま
で
開
催
（
会
期
中
は
無
休
）
し
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

世界最大の花ラフレシア

 
※
詳
細
は
、
11
ペ
ー
ジ
の
北
九
州
市
立
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
の
欄
を
ご
確
認
下
さ
い
。
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夏休みだ！「漫画と遊ぼう！」

漫画
hiroba田　中　時　彦

北九州市漫画ミュージアム　館長
漫画と北九州

Tokihiko Tanaka

　
今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

街
の
オ
ア
シ
ス
も
兼
ね
る
北
九
州

市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
夏
休
み

の
企
画
と
し
て
テ
レ
ビ
や
絵
本
で
も

人
気
の｢

『
は
な
か
っ
ぱ
』
の
夏
休

み
♪ 

２
０
１
４
」
展
を
開
催
中
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
大
人
も
子
供
も
楽

し
め
る
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ら
で

は
の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、『
は
な
か
っ
ぱ
』
展
会

場
で
開
催
す
る
大
人
気
の
ビ
ニ
ペ
タ

体
験
で
す
。
は
な
か
っ
ぱ
に
登
場
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
思
い
思
い
の
色

を
付
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ビ
ニ
ー
ル

焼
き
を
作
り
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
夏
、
一
押
し
の
イ
ベ

ン
ト
が
博
多
人
形
作
り
で
す
。
低
温

で
焼
け
る
環
境
に
や
さ
し
い
粘
土
を

使
っ
て
、
博
多
人
形
師
が
直
接
指
導

し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

人
形
を
型
作
り
か
ら
絵
付
け
ま
で
２

日
間
に
渡
っ
て
作
り
上
げ
る
と
い
う

極
め
て
珍
し
い
体
験
教
室
で
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
素
焼
き
粘
土
に
絵

付
け
を
し
て
、
世
界
に
一
個
し
か
な

い
泥
め
ん
こ
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
付
）
作

り
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
是
非
こ
の

機
会
に
福
岡
県
の
伝
統
工
芸
で
も
あ

る
博
多
人
形
師
の
匠
の
技
を
体
験
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

好
評
を
頂
い
て
い
る
漫
画
を
描
く

イ
ベ
ン
ト
は
、
飛
び
込
み
で
参
加
で

き
る
漫
画
体
験
で
す
。
プ
ロ
の
漫
画

家
が
実
際
に
使
っ
て
い
る
道
具
で
、

ま
ず
は
漫
画
を
描
い
て
み
よ
う
と
開

催
し
て
い
る
初
心
者
向
け
の
体
験
教

Information
【常設展示入館料】※（　）内は団体料金
一　般　400円（320円）
中高生　200円（160円）
小学生　100円（80円）
小学生未満　無料
※こども文化パスポート適用あり
【開館時間】
午前11時～午後７時
（入館は午後６時30分まで）
※毎週火曜日（休日の場合はその翌日）休館
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

室
。
イ
ン
ク
を
使
っ
て〝
つ
け
ペ
ン
〞

で
線
を
描
い
た
り
、
色
塗
り
な
ど
も

し
な
が
ら
実
際
に
絵
を
描
く
楽
し

さ
、
面
白
さ
を
体
験
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
応
募
が
必
要
な
漫
画

ス
ク
ー
ル
は
、
初
級
〜
中
級
者
を
対

象
に
プ
ロ
の
漫
画
家
が
専
門
的
に
指

導
す
る
教
室
で
す
。
毎
回
課
題
に

沿
っ
て
、
プ
ロ
の
技
を
実
践
的
に
学

ん
で
行
き
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
漫
画
体
験
と

漫
画
ス
ク
ー
ル
合
わ
せ
て
９
回
開
催

し
ま
す
。
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
ス

ト
ー
リ
ー
漫
画
を
仕
上
げ
よ
う
と
す

る
受
講
生
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
方
た
ち
の
日
頃
の
成
果
を
見

て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
24
日
に
は
講
談
社
の
「
な
か

よ
し
」
編
集
部
が
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
や
っ
て
来
ま
す
。
編
集
者
目
線

で
、
漫
画
作
品
の
講
評
を
し
て
く
れ

ま
す
。
将
来
プ
ロ
を
目
指
す
方
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
方
も
、
絵
や

イ
ラ
ス
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も

ら
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
作
品
の
持

ち
込
み
を
し
て
、
編
集
者
の
生
の
感

想
を
聞
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

　

編
集
者
も
新
し
い
作
品
を
見
る
の

が
と
て
も
楽
し
み
の
よ
う
で
す
。
漫

画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
プ
ロ
の
漫
画

家
が
巣
立
つ
の
も
そ
ん
な
に
夢
物
語

で
は
な
い
様
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
プ
ラ
板
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
絵
付
け
を
し
て
小
物
作
り
を
す

る
体
験
や
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
ギ
ラ
ヴ
ァ

ン
ツ
北
九
州
の
選
手
と
の
漫
画
コ
ラ

ボ
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
夏
休
み
は
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
色
ん
な
漫
画
体
験
を
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ビニペタ体験の様子

素焼きマグネットに色をつけよう！

イベントコーナー
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美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

美術作品をめぐるドラマ

内
容
や
当
時
の
時
代
背
景
な
ど
が
分

か
り
や
す
く
噛
み
砕
い
て
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
学
習
漫
画
に
も

似
た
感
じ
で
、
い
わ
ば
新
た
な
ス
タ

イ
ル
の
良
質
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
取
り
上
げ
ら
れ
た
バ
ス
キ
ア

の
場
合
、
彼
が
た
ど
っ
た
人
生
そ
の

も
の
が
ド
ラ
マ
性
に
満
ち
た
も
の
で

し
た
。
彼
は
１
９
８
０
年
代
に
若
く

し
て
注
目
を
集
め
始
め
、
ス
タ
ー
と

し
て
祭
り
上
げ
ら
れ
る
中
ド
ラ
ッ
グ

過
多
に
よ
り
早そ
う

逝せ
い

す
る
と
い
う
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
典
型
と
も
い
え
る

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
人
生
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
演
劇
で
は
バ
ス
キ
ア
の
人

生
や
作
品
に
も
も
ち
ろ
ん
触
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
登
場

人
物
同
士
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
に
重
き
を
置
い

て
い
ま
し
た
。
登
場
人
物
た
ち
は
バ

ス
キ
ア
の
人
生
を
一
つ
の
参
照
例
と

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
成
功
、
幸
福
を

ど
う
考
え
、
ど
う
進
む
か
に
つ
い
て

対
話
を
重
ね
て
行
き
ま
す
。
観
客
も

そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
立
場
に
置
き
換
え

な
が
ら
ド
ラ
マ
を
堪
能
で
き
た
事
で

し
ょ
う
。

　

劇
場
と
美
術
館
の
コ
ラ
ボ
企
画
。

今
後
も
継
続
さ
れ
る
と
い
う
事
で
楽

し
み
で
す
。
昨
年
は
ド
ガ
が
残
し
た

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
作
品
か
ら
広
が
る

ド
ラ
マ
、
今
年
は
バ
ス
キ
ア
が
歩
ん

だ
波
乱
万
丈
な
人
生
か
ら
広
が
る
ド

ラ
マ
が
描
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
題
材
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
演
劇
と
し
て
の

形
を
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
今

後
例
え
ば
全
く
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で

な
さ
そ
う
な
美
術
作
品
を
取
り
上
げ

な
が
ら
も
、
逆
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
ド

ラ
マ
を
展
開
す
る
事
は
可
能
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
に
し

て
可
能
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
立
場
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
成
功
と
は
何
か
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
幸
せ
と
は
何
か
、

自
分
の
人
生
を
ど
う
歩
む
べ
き
か
と

い
っ
た
本
質
的
な
テ
ー
マ
に
加
え
、

微
妙
な
三
角
関
係
も
交
え
つ
つ
、
ド

ラ
マ
が
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
美
術
作
品
を
め
ぐ
っ
て
演

劇
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
ど
こ
に

ド
ラ
マ
を
見
出
す
か
、
ど
の
よ
う
に

ド
ラ
マ
を
成
立
さ
せ
る
か
と
い
う
と

こ
ろ
が
、
脚
本
家
の
腕
が
発
揮
さ
れ

る
部
分
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
ド
ガ
作

品
に
も
、
バ
ス
キ
ア
作
品
に
も
い
え

る
事
で
す
。

　

ド
ガ
作
品
の
場
合
は
、
作
品
の
右

側
３
分
の
１
が
切
り
取
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
作
品
自
体
が
す
で
に
ミ
ス

テ
リ
ア
ス
な
謎
を
秘
め
た
も
の
で
し

た
。
昨
年
の
演
劇
で
は
ド
ガ
作
品
の

　

北
九
州
市
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る

ジ
ャ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス
キ
ア
の

作
品
を
題
材
と
し
て
新
た
に
書
き
下

ろ
さ
れ
た
演
劇
『
モ
テ
た
い
売
れ
た

い
僕
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』
を
見
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
北
九
州
芸
術
劇
場

と
北
九
州
市
立
美
術
館
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
企
画
で
、
昨
年

の
エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
作
《
マ
ネ
と
マ

ネ
夫
人
像
》（
北
九
州
市
立
美
術
館

蔵
）
を
題
材
と
し
た
『
切
り
裂
か
れ

た
キ
ャ
ン
バ
ス
』
に
続
く
第
２
弾
と

な
り
ま
す
。

　
『
モ
テ
た
い
、
売
れ
た
い
、
僕
ら

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』
で
は
３
人
の
登
場

人
物
が
出
て
き
ま
す
。
３
人
と
も
表

現
に
関
わ
る
人
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ

作・演出　泊篤志（飛ぶ劇場）
出演　穴迫信一（ブルーエゴナク）、折元沙亜耶、木村健二（飛ぶ劇場）
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林芙美子
ヨーロッパから帰国後転居した、
下落合の和洋式の洋館にて
（昭和7年頃）

仙
」
な
ど
の
短
編
小
説
も
、
多
く
の

読
者
の
支
持
を
得
て
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

芙
美
子
は
庶
民
の
中
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
作
家
と
し
て
、
生
涯
庶
民
に

寄
り
添
っ
て
書
き
続
け
ま
し
た
。
芙

美
子
が
恵
ま
れ
な
い
状
況
か
ら
筆
一

本
で
作
家
と
し
て
大
成
し
た
よ
う

に
、
こ
の
地
か
ら
新
し
い
才
能
が
羽

ば
た
く
こ
と
を
願
っ
て
の
新
し
い
文

学
賞
で
す
。

○
林
芙
美
子
文
学
の
原
点

　

こ
こ
で
、
林
芙
美
子
の
幼
少
時
代

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
芙
美
子
の

生
誕
地
に
つ
い
て
は
、１
９
０
３（
明

治
36
）
年
12
月
31
日
、
門
司
市
小
森

江
（
現
・
北
九
州
市
門
司
区
）
で
生

ま
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。
１

歳
の
と
き
、
実
父
の
宮
田
麻
太
郎
が

質
物
を
扱
う
「
軍
人
屋
」
を
対
岸
の

下
関
に
構
え
成
功
、
や
が
て
若
松
に

本
店
を
移
し
ま
す
。
若
松
で
は
、「
軍

人
屋
」
の
お
嬢
さ
ん
と
し
て
比
較
的

裕
福
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
芙
美
子
６
歳
の
と
き
、

父
母
の
事
情
で
、
母
キ
ク
が
芙
美
子

を
連
れ
「
軍
人
屋
」
の
店
員
、
沢
井

喜
三
郎
と
共
に
家
を
出
て
し
ま
い
ま

す
。
長
崎
、
佐
世
保
を
経
て
、
下
関

で
は
沢
井
が
古
着
屋
を
構
え
、
小
学

校
１
〜
５
年
生
の
途
中
ま
で
安
定
し

た
生
活
を
過
ご
し
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

14
（
大
正
３
）
年
に
店
が
倒
産
、
一

時
鹿
児
島
の
祖
母
に
預
け
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
後
16
年
春
、
尾
道
に
転
居

す
る
ま
で
の
足
跡
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、「
九
州
炭

坑
街
放
浪
記
」（『
改
造
』
昭
和
４
年
・

10
月
）
で
描
か
れ
る
筑
豊
の
炭
坑
街

を
行
商
す
る
様
子
は
、
そ
の
頃
の
生

活
を
つ
づ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
直
方
の
木き

賃ち
ん

宿や
ど

で※
３

の
生
活
、
炭

坑
街
の
坑
夫
た
ち
と
の
出
会
い
、
遠

賀
川
を
渡
り
行
商
に
出
向
く
場
面
な

ど
が
鮮
や
か
に
描
き
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
九
州
で
の
幼
少
期
の
経
験
は
、

社
会
の
底
辺
に
生
き
る
人
々
に
寄
り

添
っ
て
描
き
続
け
た
作
家
・
林
芙
美

子
の
原
点
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

時
代
や
ジ
ャ
ン
ル
の
違
い
こ
そ
あ

れ
、「
文
学
」
は
人
間
や
世
界
を
言

葉
で
表
現
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
現

代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電

話
の
普
及
な
ど
で
情
報
が
便
利
に
手

に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

方
で
、
自
分
の
頭
で
考
え
言
葉
を
生

み
出
す
と
い
う
作
業
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

化
さ
れ
た
言
葉
で
は
な
く
、
個
々
人

の
内
面
か
ら
生
ま
れ
る
言
葉
で
紡
ぎ

出
さ
れ
た
「
文
学
」
の
世
界
は
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
に
根
源
的
な
知
恵

や
力
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

選
考
委
員
は
、
井
上
荒
野
、
角
田

光
代
、
川
上
未
映
子
の
各
氏
。
作
家

を
志
す
方
に
と
っ
て
、
日
本
文
学
界

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
お
三

方
か
ら
の
評
価
は
大
き
な
励
み
に
な

る
で
し
ょ
う
。
未
来
の
文
学
界
を
担

「林芙美子文学賞」を創設
 ～北九州から新しい文学の息吹を

○
新
た
な
文
学
賞「
林
芙
美
子
文
学
賞
」

　

北
九
州
市
は
今
年
度
、
北
九
州
ゆ

か
り
の
作
家
・
林
芙
美
子
に
ち
な

み
「
林
芙
美
子
文
学
賞
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
平
成
２
年
度
か
ら
昨
年
度

ま
で
24
回
に
わ
た
り
開
催
し
て
い
た

「
北
九
州
市
自
分
史
文
学
賞
」
を
発

展
・
継
承
さ
せ
た
賞
で
、
短
編
作
品

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
新
人
作
家

の
発
掘
と
北
九
州
の
豊ほ
う

穣じ
ょ
うな

文
学
風

土
の
全
国
発
信
を
目
指
し
ま
す
。

　

林
芙
美
子
と
い
え
ば
、
デ
ビ
ュ
ー

作
『
放
浪
記
』
や
晩
年
の
傑
作
『
浮

雲
』、『
め
し
』
な
ど
の
長
編
小
説
を

思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
で
し
ょ

う
。
一
方
で
、
初
期
の
「
風ふ
う

琴き
ん

と※
１

魚

の
町
」、「
清せ
い

貧ひ
ん

の※
２

書
」
の
他
、
戦
後

に
書
か
れ
た
「
晩
菊
」、「
骨
」、「
水

林芙美子文学賞作品募集
【募集作品】
（１） オリジナル未発表作品
（２） テーマ及びジャンルは不問
（３） 400字詰め原稿用紙50枚以内、日本語で書かれたもの。

ワープロ原稿の場合は、Ａ４サイズの白紙に１ページ
40字×30行で出力し、原稿用紙換算枚数を明記。

【応募資格】
年齢・性別・職業・国籍などは問いません
【応募期間】
2014年８月１日（金）～９月30日（火）
募集要項同封の応募用紙に必要事項を記載の上、作品と同封。
【募集要項】
市内各施設、区役所などで配布。文学館のウェブサイト
からもダウンロードできます。

【選考委員】
直木賞作家の井上荒野、角田光代
芥川賞作家の川上未映子（敬称略）
【賞】
大賞１編／賞金100万円及び『婦人公論』への作品掲載
【発表】
2015年１月下旬頃
【協力】
株式会社 中央公論新社

【お問合せ】
北九州市立文学館
北九州市小倉北区城内４－１
TEL　093（571）1505

Information

文芸
hiroba 小　野　　　恵

北九州市立文学館　学芸員
Megumi Ono

ようこそ文学館へ

う
新
た
な
才
能
が
見
い
だ
さ
れ
、
北

九
州
か
ら
新
し
い
文
学
の
息
吹
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

※
１　

こ
こ
で
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
意

※
２　

私
欲
を
捨
て
、
正
し
い
行
い
の
た
め
、
生
活
が

質
素
で
あ
る
こ
と

※
３　

旅
人
に
自
炊
さ
せ
、
そ
の
薪
代
を
宿
賃
と
し
て

泊
め
さ
せ
る
宿
。
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

劇団Ｃ４『三人娘。～夢見る頃も過ぎちゃった、けど～』チラシ

オマールアルヴァレスパペットアートカンパニー『スズの兵隊』公演写真

〝小さな〟演劇空間の魅力

　

今
年
の
７
月
は
〝
小
さ
な
場
所
で

の
公
演
〞
が
目
立
っ
た
。

　

北
九
州
芸
術
劇
場
に
は
「
大
ホ
ー

ル
」「
中
劇
場
」「
小
劇
場
」
と
い
う

３
つ
の
劇
場
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

一
番
小
さ
な
空
間
は
「
小
劇
場
」
で

あ
る
。

　

そ
の
小
劇
場
に
て
、
７
月
19
日
・

20
日
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
人
形
劇
団

「
オ
マ
ー
ル
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
パ
ペ
ッ

ト
ア
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
」
の
『
ス
ズ

の
兵
隊
』
が
上
演
さ
れ
た
。
夏
の
定

番
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
大

人
も
一
緒
に　

子
ど
も
た
ち
の
劇
場

シ
リ
ー
ズ
」
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
一

つ
だ
。
一
人
の
演
者
が
い
く
つ
も
の

パ
ペ
ッ
ト※

を
使
い
な
が
ら
紡
い
で
い

く
上
質
な
作
品
。
何
よ
り
、
最
後
列

か
ら
で
も
演
者
の
呼
吸
を
感
じ
ら
れ

る
タ
イ
ト
な
空
間
で
の
演
劇
体
験
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
も
非
常
に
貴
重
な

も
の
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
北
九
州
芸
術
劇
場
に
は
、

こ
の
「
小
劇
場
」
よ
り
も
小
さ
な
公

演
空
間
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
芸
術
劇
場
に
は
、「
創
造
工
房
」

と
い
う
エ
リ
ア
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

「
稽
古
場
」
や
「
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」、

シ
ャ
ワ
ー
も
備
え
た
「
ロ
ッ
カ
ー

ル
ー
ム
」
も
あ
る
。
普
段
は
主
催
事

業
の
稽
古
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
所
だ
。

　

芸
術
劇
場
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

『
シ
ア
タ
ー
ラ
ボ　

北
九
州
芸
術
劇

場　

創
造
工
房
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」』
と
銘
打
っ
て
、「
創

造
工
房
」
内
の
「
稽
古
場
」
を
、
公

演
会
場
と
し
て
利
用
で
き
る
事
業
を

始
め
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、

昨
年
度
は
「
シ
ョ
ー
デ
ン
隊
」

「
だ
ー
の
ダ
ン
ス
」「
バ
カ
ボ
ン
ド

座
」
が
公
演
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

今
年
度
は
「
成
長
剤
」
が
７
月
４
日

〜
６
日
、『
勝
っ
て
生
き
ろ
。』

（
作
・
演
出
：
平
林
拓
也
）
を
上
演

し
た
。

　

こ
の
「
創
造
工
房
」
で
の
作
品
上

演
は
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
だ
け
で
は
な
い
。
前
述
し
た

「
子
ど
も
た
ち
の
劇
場
シ
リ
ー
ズ
」

参
加
の
も
う
一
つ
の
海
外
劇
団
「
ヘ

リ
オ
ス
シ
ア
タ
ー
」
の
『
木
の
リ
ズ

ム
』（
ド
イ
ツ
）
の
会
場
が
「
創
造

工
房
」
だ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
木
の

出
す
音
を
楽
し
む
、
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
作
品
に
は
最
適
な
会
場
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
特
性
を

う
ま
く
生
か
せ
ば
小
劇
場
以
上
に
魅

力
的
な
場
所
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
帯
び
た
場
所

だ
と
感
じ
た
。

　

芸
術
劇
場
以
外
に
も
魅
力
的
な

「
小
さ
な
公
演
空
間
」
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
小
倉
北
区
に
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
「Live in som

etim
es

」
で
、

「
舞
台
集
団
コ
ン
ビ
ニ
」
が
『
ス
イ

セ
イ
』（
作
・
演
出
：
ふ
く
ち
よ
／

７
月
12
日
・
13
日
）
を
。
続
け
て

「
劇
団
Ｃ
４
」
が
『
三
人
娘
。
〜
夢

見
る
頃
も
過
ぎ
ち
ゃ
っ
た
、
け
ど

〜
』（
作
・
演
出
：
大
福
悟
／
７
月

18
日
〜
21
日
）
を
上
演
し
た
。

　

実
は
、
小
さ
い
場
所
だ
か
ら
と

い
っ
て
決
し
て
お
手
軽
で
は
な
い
の

だ
。
逆
に
、
小
さ
な
、
そ
し
て
、
本

来
劇
場
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
な
い

場
所
を
「
劇
場
」
に
変
え
る
に
は
、

か
な
り
の
知
恵
と
勇
気
が
必
要
に
な

る
。
観
客
は
す
ぐ
目
の
前
だ
。
下
手

な
「
嘘
」
を
つ
け
ば
す
ぐ
に
ば
れ
て

し
ま
う
。
一
番
大
切
な
「
嘘
」
を
リ

ア
ル
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、

ど
れ
だ
け
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
絞
り
出

せ
る
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
作
品
の

出
来
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、

劇
団
の
体
力
が
大
き
く
試
さ
れ
る
場

で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

今
後
も
ど
ん
な
魅
力
的
な
〝
小
さ

な
〞
演
劇
空
間
に
出
会
え
る
か
楽
し

み
だ
。

※

　

人
形
劇
な
ど
で
使
わ
れ
る
操
り
人
形
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国
に
分
断
さ
れ
ま
す
。
ミ
ツ
コ
は
図

ら
ず
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
変
革
の
渦
中

に
身
を
置
く
こ
と
と
な
り
、
41
年
に

亡
く
な
る
ま
で
再
び
日
本
の
地
を
踏

む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
清

張
は
、
あ
ま
た
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
女
手
一
つ
で
七
人
の
子
を
育
て

上
げ
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
た
日

本
人
女
性
の
姿
を
見
い
だ
し
ま
す
。

　

ロ
ン
ス
ペ
ル
ク
の
あ
っ
た
ボ
ヘ
ミ

ア
地
方
は
、
皇
位
継
承
者
フ
ラ
ン

ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
大
公
の
妃

ゾ
フ
ィ
ー
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
王
室
は
ボ
ヘ
ミ
ア
下
級

貴
族
出
身
の
彼
女
を
正
式
な
皇
后
と

は
認
め
ず
、
冷
遇
し
ま
し
た
。
７
０

０
年
に
及
ぶ
栄
華
を
誇
る
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
王
室
は
他
民
族
の
「
血
」
が
混

じ
る
こ
と
を
良
し
と
し
な
か
っ
た
の

で
す
。
ゾ
フ
ィ
ー
も
ま
た
結
婚
に
束

縛
さ
れ
た
女
性
で
し
た
。

　

同
じ
頃
に
、
共
に
婚
姻
に
よ
っ
て

結
ば
れ
た
縁
で
、
苦
難
の
時
代
を
歩

ん
だ
ミ
ツ
コ
と
ゾ
フ
ィ
ー
。
二
人
の

女
性
を
通
し
、
清
張
は
独
自
の
目
線

で
中
欧
近
代
史
の
真
実
に
迫
ろ
う
と

試
み
る
の
で
す
。

な
国
際
結
婚
を
し
た
日
本
人
女
性
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

１
８
９
６
年
、
故
国
に
戻
る
ハ
イ

ン
リ
ッ
ヒ
に
従
っ
て
ミ
ツ
コ
も
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
渡
り
ま
す
。
西
ボ
ヘ
ミ

ア
の
ロ
ン
ス
ペ
ル
ク
の
城
で
ド
イ
ツ

語
と
伯
爵
夫
人
と
し
て
の
振
る
舞
い

を
身
に
つ
け
、
夫
の
急
逝
の
後の
ち

、
帝

都
ウ
ィ
ー
ン
に
移
り
ま
す
。

　

当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
は
壮
麗
で
多
彩

な
文
化
の
花
開
い
た
、
世
界
で
も
指

折
り
の
華
や
か
な
街
で
し
た
。
し
か

し
１
９
１
４
年
に
は
第
一
次
世
界
大

戦
が
勃
発
。
王
室
の
名
か
ら
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
帝
国
と
も
称
さ
れ
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
解

体
、
ウ
ィ
ー
ン
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共

和
国
に
、
か
つ
て
過
ご
し
た
ロ
ン
ス

ペ
ル
ク
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和

　

ミ
ツ
コ
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ

レ
ル
ギ
ー
（
青
山
光
子
１
８
７
４
年

〜
１
９
４
１
年
）
と
い
う
女
性
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
大
和
和
紀
に
よ

る
漫
画
や
、
吉
永
小
百
合
主
演
の
テ

レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
吉
行
和

子
や
大
地
真
央
に
よ
る
演
劇
、
バ
レ

エ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
連
想
な
さ
る

方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
清
張

は
『
暗
い
血
の
旋
舞
』
で
ミ
ツ
コ
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

文
明
開
化
間
も
な
い
東
京
に
骨
董

商
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
光
子
は
、

十
七
歳
の
時
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
外
交
官
と
し
て
来
日

し
て
い
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ク
ー
デ

ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
爵
に
見

初
め
ら
れ
ま
し
た
。「
初
め
て
正
式
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「伯爵夫人ミツコ　激動のヨーロッパに咲いた華」
 ――松本清張「暗い血の旋舞」ポスター

松本清張記念館開館16周年記念特別企画展
伯爵夫人ミツコ 激動のヨーロッパに咲いた華
 ̶̶松本清張「暗い血の旋

せん

舞
ぶ

」

北九州市立松本清張記念館

小　野　芳　美専門学芸員 Yoshimi Ono

【開催期間】８月１日（金）～11月３日（月・祝）
【会場】北九州市立松本清張記念館
【開館時間】午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで)
【観覧料】※（　）内は団体料金
一般　　　500円 （400円）　年長者利用証提示：400円
中・高生　300円 （240円）
小学生　　200円 （160円）
※常設展示観覧料に含む
※こども文化パスポート適用あり
【お問合せ】
北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3　093(582)2761

Information

　
「
暗
い
血
の
旋
舞
」
執
筆
当
時
は

ま
だ
東
西
冷
戦
下
で
、〝
東
側
〞
や

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
、
ミ
ツ
コ
に
関
す

る
資
料
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

清
張
は
独
自
の
目
線
で
分
析
し
ま

す
。
自
ら
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
（
当
時
）、
ス
イ
ス

を
取
材
し
構
想
を
練
り
ま
し
た
。
本

展
で
は
初
公
開
の
原
稿
や
ス
ケ
ッ
チ

も
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

松本清張著『暗い血の旋舞』
1987年４月 日本放送出版協会

清張撮影写真 ウィーンにて




	CulCul8月号.p16.pdf
	CulCul8月号.p15
	CulCul8月号.p14
	CulCul8月号_ｐ13.p1
	CulCul8月号.p12
	CulCul8月号_ｐ11.p1
	CulCul8月号.p10
	CulCul8月号.p9
	CulCul8月号.p8
	CulCul8月号.p7
	CulCul8月号.p6
	CulCul8月号.p5
	CulCul8月号_ｐ4.p1
	CulCul8月号.p3
	CulCul8月号.p2
	CulCul8月号.p1

